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〔背景・ねらい〕 

 近年の健康意識の高まりに伴い農産物の機能性成分が注目されており、県内の一部民間事

業者は有利販売が可能な高糖度・高機能性トマトの産地化に取り組み始めている。しかし、

トマト果実の糖度と機能性成分（GABA*等）を同時に上昇させるには給液制限を行い、トマ

トを水分不足の状態で生育させる必要があるため、収量が大幅に減少してしまうことが課題

となっていた。 
 そこで、AOI プロジェクトの一環として糖度・機能性成分及び収量の両立が可能な高糖度・

高機能性トマト栽培システムの開発に取り組んだ。 
 
〔成果の内容・特徴〕 

・トマトを水分不足の状態で生育させるため、少量のヤシガラを充填したポットにそれぞれ

点滴給液する「ヤシガラポット栽培方式」を確立した。 
・培養液の給液は、植物重量を指標としてトマト株及び培地の含水率をリアルタイムで計測

し適切なタイミングで必要な培養液量を自動給液できる「給液制御装置」を用いて行う。

・本栽培システム（ヤシガラポット栽培方式＋給液制御装置）によって、糖度９%以上、GABA 
150mg/100g 以上の高糖度･高機能性トマトの生産が可能であった。また、年間約 2.5 回 
の作付けにより 10t/10a 以上の多収量が見込まれる。 

 

〔成果の活用・留意点〕 

・給液制御装置の基本機構は県単独で特許出願中（特開2017-158449号）である。 

・本栽培システムはAOIフォーラム会員である山本電機株式会社（牧之原市勝間684-03）によ

って市販化された（令和元年度～）。 

・昨年度までに１件が導入され、トマトの生産・出荷が開始されている（埼玉県）。今年度は

本県内･外で導入が予定されている。 

*γ-アミノ酪酸：血圧抑制・ストレス緩和効果があるとされる。 

＊図、写真などについては次頁に添付をお願いします。 
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＜高糖度･高機能性トマト＞ 

適切なタイミングで必要な培養液を⾃動給
液することができる(県単独特許出願中) 

糖度や GABA を⾼めるため、給液制限を 
⾏いトマトを⽔分不⾜の状態で⽣育させる 

ミディトマトを⽤いて⻑期間にわたる⾼糖度･⾼機能性トマトの安定⽣産が可能 

通常のトマトの成分範囲 

美味しくて 
健康に良い 
新商品 

高糖度・高機能性 

通常 

＜栽培の状況＞ 


